
宍道湖・中海の大型底生動物の生息分布と

推移について

中村幹雄・山本孝二・小川絹代

宍道湖．中海の大型底生動物の生息状況については，MIYADII）（１９８２），上野2）（１９４３）

3)MIYADI（１９４５，１９５２，１９５４，）そしてKIKUCHI4)，そして般近では伊賀5）（1975～１９８０）

の調査報告がある。特にKIKUCHIの１９５９年度の調査は中海干拓，淡水化事業に伴う魚族生態変

化を予察するための基礎資料とすることを目的として行われた。それ以来20年経過し，干拓,淡水

化工事もほぼ完成した現在，大型底生動物を調べ，１９５９年度のKIKUCHIの調査と現況を比較し，

淡水化直前の当該水域の環境特性を考察し，淡水化後についても若干の考察を行った。

ニハ

道湖

宍道湖は斐伊川，宍道湖，中海，日本海と純淡水から海水へと連なる水系にあって水面債８１Km{

平均４．５脚の底塩性汽水湖，Ｏｌｉｇｏｈａｌｉｎｅ（０．５～５％）に属する変塩型汽水湖（ＰｏｉｋｉＬＯＨＡ

ＬＩＮＥ）であり，ヤマトシジミ，ＣｏｒｂｉｃｕｌａＪａｐｏｎｉｃａが優占しその年間漁穫餓は日本最大であ

る（約15,000トン）。

調査の方法

KIKUCHI（１９６４）と同じ調査地点（大橋)||，佐陀川とどく岸寄りを除く）に合わせて湖内１０

定点を調査した。

調査地点は図１のとおりである。

調査は年４回，四季に行った。

第１回目は，1980年１１月１２日（秋期分），第２回目は1981年１月２７日（冬期分），第３回

目は1981年４月２７日（春期分），第４回目は８月３１日（夏期分）に調査を行った。

採泥にはKIKUCHIは蛇0”のエクマン．バージ採泥器を用いているが，本調査では,より採集

効率のよいスミス・マツキンタイヤー採泥器を用いた。

そして秋，冬については10ｍＶ，春，夏には0.5mmの標準筋により，ろ過選別し，大型底生動物

の分類，計算を行った。

底層水の温度，ｐＨ，塩素壁．溶存酸素壁，ＣＯＤ等水質の概況を調べた。
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結果と考察

１．底質

湖岸より水深約４初までの浅部は礫まじりの砂質，または砂泥質であり，また湖中央部は平坦な

泥質と，大きく２つに分けられる。

ｓｌの斐伊111河口とＳ１０の大橋川河口の地質地点は共に小地域的に底質が異なる。

Ｓ３とＳ６は湖心部の水深５～６〃の宍道湖の最も深い部分で黒色軟泥のが厚く堆穣し，夏期は

強いＨ２Ｓ臭を発する。

北西沿岸部Ｓ２，ｓ４は砂泥質，南，東部のＳ７，ｓ８，ｓ９は粗砂であった。

２．底層水

調街時の底層水の水質環境の主要なものは表１のとおりである。

α－濃度は夏に最も高く，除々に下がり，春に最も低くなる。これは日本海の潮位による海水の逆

流人と降水量による流入河１１１の水１８kに左右されるものと思われる。

ＤＯ飽和趣をみると，表層水は年間を通じて過飽和に近い状態にある。しかし湖心部の底層水は

奥期かなり低下する。Ｓ３，ｓ６においてはそれぞれ，旦期のＤＯ飽和量は５１．０％’３４．４％であ

った。，959年KIImCHIの調査ではＳ８，３１形Ｓ６は67％であった。

１９８０年は奥期の異前気象（低温多iiij）の影響が強くあらわれていた。そのため平年より底層水

は塩分漉度低<、酸素も比Ｉ鮫的多かった様に思われる｡
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､表１．宍道湖底層水の水質
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夏期１９８１年８月３１日
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3．大型底生動物

種類と分布

宍道湖における大姻底生動物の調査結果は表２に示した。

底質が浴''1部と湖盆部との２つに人きぐ分けられるように庇生動物の分布も同じように沿岸部と

湖盆部に分けることができる。

扮岸部では汽水性のヤマトシジミＣ(,ｒｂｉｒｌｎｌａＪａＩ)ｏｎｉｃ＆Ｐｒｉｍｅが優占極であり，数，壁とも

に非常に多く，湖心部の黒色軟泥質浄除く全域に生息している。そしてこの種は宍道湖における漁

幽1,ｔの約９割を占める重要な漁業資源である。

沿岸部には他に節足動物の汽水性等脚類ウミナナフシの一種ＰＩＬｒｎｎｔｈｕｒｎｓｐｂと甲殻類，ヨコ

エピGimlmllrideuspがみられ，砂質または軟泥の堆積の少ないところに分布している。Ｐａｒａ

ｎＩｈｕｒａの方がより分布範囲が広い様である。

コスリカの幼虫，ＰｅｍｔａｎｅｕｒａｓｐとＰｅｎｔｉｌｐｅｄｉｌｕｓｐ・は湖緑の調査地点でも，水深が比較

的深い湖盆的性格の強い泥質地点において生息している。

貧毛類のイトミミズＴ１１ｂｉｆｅｘＳｌＬユリミミズＬｉｍｎ⑪ｄｉｌｕＳｓｌＬはさらに腐殖泥の多い地点

においても生息している。（Ｓ８．ｓ６においても採集された）

汽水性多毛類，シダレイトゴカイ？Ｎｏｔｏｍａｓｔｕ８ｓＩＬゴカイＮｅａｎｔｈｅｓＪａｐｏｎｉｃａは東部，
Ｓ７．Ｓ８．s９．s１０の地点より採集された。

湖心部，Ｓ３Ｓ６は夏に全く生物の見られない無生物域であった。これはバクテリアによるヘ

ドロの酸化のため底層中の酸素が消費され，酸素不足のためである。

底生動物は，環境の変化，例えば環境の汚濁が進めば，その水域では汚濁に弱い生物は死滅し，

代って汚濁に強い生物相に変化するので，逆に生物相を調べることによりその環境条件を総合的に

評価することができる。しかし汽水域においては，水質の汚濁のみならず塩分量変化による浸透圧

的制約がその場所に化存可能な庇生動物の生物種と壁を限定する。

侵入する海産繭は塩分の最小値に，淡水由来種は岐大値に制限される。すなわち生物の拡散，定

澄に対して，変化の上限，下限が相乗的に制限要因として働くことが，変塩型汽水湖の生物相の特

徴である。

以上のような理由で，宍道湖の底生動物は非常に種類，壁ともに貧困である。

ただし例外的にヤマトシジミＣｏｒｂｉｃｕｌａＪａｐｏｎｉｃＩｈが異常に思えるほど，繁殖しているのはこの

種が広塩性であり，淡水から12%０位までの生息することができるためと思われる。

ただし純淡水では椎貝，成貝の生息は可能であるが卵は膨脹し，分裂することなくやがて崩壊す

るため二次生産は不可能である。

季節的変化

大型底生動物の主要極についての季節変化は図２のとおりである。

宍道湖における大型底生動物は優占極であるＣｏｒｂｉｃｕｒａｉａｐｏｎｉｃｕｍを除くと，その種類，個
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表２宍道湖に出現した大型底生動物の個体数と総重量

慰i重～麹蟄硅;宮～廻雪:ｆ １２３４５６７８９１０
13402090９４０１２０11001160760
(16364)(7960）（5514）（1038）（5562）（5652）（4756）

２０

（0.01）

２９０280７０８４０８０１６０１８０２０
（0.8）（0.8）（1.1）（2.4）（0.2）（０５）（0.5）（0.,）
100６０１０６０１４０１８０６０８０
（0.8）（0.5）（0.1）（05）（1.2）（15）（0.5）（０７）
’０２ｏ
（005）（0.,）

２０１０２０６０
（0.5）（0.2）（0.5）（１４）

２０２０３００４６０３００２００８０３２０
（24.4）（568）（1308）（887）（1234）（160.4）（39.2）（137）
２０２０

（0.Cl）（001）

２８０240160４０２０２０４０１２０

('Hf)（l3iP)(98） ４０（2認（12） ２０（Ｗ(2蒜)(撤）
（1.5〕（0.5）（1.0）（15）（0.5）（１０）（2.0）（3.0）

CorbiculaJaponica

Chiromomidae

Jubifex8pp・

Paranthurasp･

GHunmaridea

Polychaeta

秋

期

CorbiculaJaponica

Chiromomidae

Jubifexspp・

Pamnthurasp、

GaInmnridea

Polychaeta

冬

期

２０

(0.5）
２０

(0.5）
２０１４６０

(54）（1213.4）

４０２４０

(01）（0.3）

２００２４０９４０

(154）（18.5）（72.5）

１２０４０

(３２）（1.1）

４０

(10.4）

６０

(0.1）

３００

(2ａｌ）

１９６０９００

(965.8）（662.8）

１００

（0.1）

２０４０

（1.5）（8.1〕

６０１００

（1.6）（2.7）

５６０

(2626）
CorbiculaJaponica

Chiromomidae

JｕｂｉｆｅｘＳｐｐ、

Paranthura8p・

GammzLridea

140

(0.2）

１００

(7.7）

２０

(0,1）

４０

(3.1）

８０

(2.1）

春

２０

(0.5）
１６０

(4iji9億！
(0.8）期

Polychaeta

＊２
Neo町sisinternrdiul ２０１００

（0.3）（1.6）

３６６０２１２０４６０１６４０

(25856)(22716Ｘ719.4)(21426）

４０

（0.2）

６０

（4.6）

２０２０２０

（0.5）（0.5）（05）

２０

（01）

４０

（1.0）

下段重埜（ｇ/〆）
上段個体数／〆

160２０２０

(139.2)(2709.6）
１９００１６６０

(1993.8)(2248.2）
CurMculaJaponica

ChiromomidIle

Ｊｕｂｉｆｅｘ８ｐＰ･

Parunthura8p・

GamnIl『idae

Polychaeta

夏

塗ＬＬｌｌｌ
Ａｎｉｓｏｇｍｍｌａｒｕｓ（Eoganmarus）ａｎｎａｎｄａｌｅｉ
イサザアミ

期

１
２

＊
＊
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体数は季節により大きく変化する．春季もっとも豊富になり，そして夏より春にかけて減少する。

これは奥期，庇掴水が停滞し,溶存酸素が少なくなるためである。そして夏期の極端な溶存酸素の

減少は無酸素地帯，無生物地域葱形成する。

また季節変化を考えるときは，その発生周期も考えなければならない。ユスリカは年１回の発生

周期診待ち，輿が羽化期であるので,奥以降ユスリカの数は減少する。他の種についてはその発生

周期が良くわかっていない。

CorPiculaJnponicumは他の底生動物と違って夏期多く，冬期少ない。このことについて．

KIKUCHI4),と伊賀5)，は自然死亡と同時に人間の漁痩による部分が大きいと報告している。しかし

採泥器による採集効率の季節的な迎いによるものと思われる。Corbieulajaponicumは水温が低

くなると湖底砂の中にかなり深く潜るため，採泥器では採集効率が非常に悪くなるためと思われる。

CorbiculajlllDonipumの季節変動と採貝効率については現在調査中である。

生息量

底生動物の定駐的研究は極めて少ない。これは主として定壁方法の困難さによると思われる。

エクマン・バージ採泥器は砂礫部分では採集効率力懇いために採集効率の良いスミス．マッキンタイヤー

採泥器を用いてそのKIKUCHI4)と同じ手法で宍道湖における大型底生動物の資源量を推定してみた。

その結果は表３のとおりである。

先に述べた様に変塩型汽水湖においては塩分変化が制限要因となり，底質の栄養塩の量に比較し

てその底生動物の資源鼠は非常に少い゜（Corbiculajaponicumを除いて）

宍道湖においてはCorbiculajaponicumが数駄ともに圧倒的に大きい。したがってシジミの資源

量を正確に把握することは非常に大切である，しかし現在の採集方法では採貝効率が良くないと思

われたのでアクアラングによって潜水し,採泥器で泥を取ったあとに方形の枠を髄いて取残したも

のを全部取り上げて調べてみた。場所によって著しく異なるが想像以上に残っていた。

採泥器によって採↓』した数を引伸して資源量を推定する方法は生息するＣ⑪rbiclnlajaponicumの

実数より相当lli下回ると思われる。したがって採貝効率を底質，季節ごとに調べ採泥器による採貝

数に補正係数として使用しなければならない。よって今回はCorbiculajaponicumの資源鎚につ

いては算出しなかったが，採集方法による採貝効率，必要なサンプリングサイズ等などを検討し，

より詳しい統計学解析によるシジミ資源量を算出する,必要がある。

推移

今回の調査の目的のひとつに約20年ljiの水圏興境と現在の水圏環境を大型底生動物の生息状況

より考察することであった。

有機汚濁がこの20年間にかなり進行していると思われるが出現した大型底生動物相にあまり大

きな変化は見られなかった。

CorbiculajHponicumが強い磯占顧であることも変りない。
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`表ろ宍道湖における大型底生動物の推定生息iil

春 秋 冬夏区分

（沿岸部）１８ｋｍＦ

Ｃｈｉｍｍｏｍｉｄａｅ

Ｔｕｂｉｆｅｘｓｐｐ

Ｐａ｢ａｎｔｈｕｒａＳｐ

Ｇａｍｎａｒｉｄｅａ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

０．０４ｔ
７９．２

２７．０

０．８ｔ
1１８．８

８５．８

０．８

０．５ｔ
４１．６

１０．６

０９

３４

0.0.03ｔ
８６

１５．９

０．５

８．０ 1.3

（湖盆部）６４ｋｍＰ

Ｃｈｉｒｏｍ⑥ｍｄａｅ

ＴｕｂｉｆｅＸｓｐｐ

ＰａｍＬｎｔｈｕｒａＳｐ

Ｇａｍｎａｒｉｄｅａ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａ

１０７ｔ
２２６９．９

２３．５

５６．０

９．３

５５０．４

１０．７

１０．０

９８．３６７９．３推定生息総量１２５１５．２ ５７．０

(単位ｔ：湿重量）

平均飽肚（毅付ｇ）

（

l鈴

－足--司一尽侭

周

出現個数(×Ｍ/ｶｿﾞ）

図21959～'60年と1980～181年の調査点におけるヤマトシジミの
出現量比較
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この種は宍道湖の重要資源であり１９５９，６０年頃は漁獲量がわずか約２００～４００トンであった。

しかし現在は約15,000トンと数１０倍の漁獲量に増えているが現在生息量において少くとも１９５９，

６０年にくらべて減少していない。しかし生息するCorbiculajaponicumの平均サイズを比較して

みると現在の８１年がかなり少なくなっている。魚などでは年齢構成が下がってくることを漁獲過

剰の危険信号としてみているので，あるいは漁痩制限の必要も考えられる。

Parlmthuraspは１９５９，６０年にはＳ２のみに採集されたが１９８０，８１年には湖心部Ｓ３を除く

総ての調査地点で採集された。

またその生息量をみると１９５９，６０年には春に岐も多く，除々に少なくなり夏，秋，冬と少なく

なっているが，１９８０，８１年には春が蚊も多いのは同じであるが夏期には極端に少なくなり，冬に

は回復して多くなる。そして春にはCorbiculajaponicumを除く．他の底生動物の合計湿重型は，

約2500トンで1959,60年に10倍近く多いが,夏期は約50トンで,1959,60年の約1/hlq威少し
ている。汚染が極端に進行する以前の段階では，富栄養化に伴って春季の底生動物相はますます豊

廠になるといわれている。このことはやはり当該水域の富栄養化浄示すものであるかもしれない。

しかし宍道湖の様な変塩型汽水湖においては栄養塩の増加と生物の生産量，種類の変化とはj必ず

しも一致しない様である。というのはこの様な汽水湖における制限要因になるのは塩分濃度の変化

が雄も大きな要因となる。したがって庇生動物を指標にして水域の水圏環境を総合的に評価するの

は非常に困難である。

また中浦水門が締切られ，宍道湖が淡水化されると，底生動物に計り知れない程，大きな変化を

与えると思われるので，淡水化後の底生動物の推移を若干推察してみた。

まず現在，優占種でありまた，宍道湖漁業の柱であるCorbicurajaponicumであるが．本極は完

全な汽水性であり，淡水化された八郎湖，霞ケ浦においてもその資源量は激減していること，朝日

奈は１．７％以下では浸透圧のため卵は膨脹し，崩壊すると報告6)している。よって淡水化後は生息

不可能と思われる。万一いくらか残存したとしても漁業の対象とは成り得ない。よって宍道湖の漁

業に対する被害は大きい。

一方，オオユスリカChironomusPJ0，やイトミミズTubifexは元来，純淡水性の底生動物であ

り，現在は塩分のためその生息が制限されているが，淡水化されれば，宍道湖の栄養塩の多い泥質

は最適な生息環境となるので恐らく，Chironomu8I)２，Tubifexの生産力は非常に大きくなり優先

種となると思われる。

そしてこれは，底生動物を捕食する魚族の生産型も増加させると思われる。

Ｈ中 海

中海は宍道湖と日本海にまたがる我が国６位（９７K､i）の汽水湖であり，水深は比較的浅く，平

均５．４〃で，湖底には有機質の沈澱も多い。
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そして中海は高塩性汽水域Polyhaline（α￣１０～１７形）であり定塩型汽水湖homoiohLline

に属し塩分躍層がみられる。

かってはサルボウScaphrcasubcrenataの生産も多く，その椎貝の採苗地としては日本唯一の

地点となっていた。

調査の方法

調査地点は湖内に１７定点,ＫＩＫＵＣＨＩと同じ地点に設定した。（図３）

大型底生動物の採集，処理は宍道湖調査の場合と同じ。

呉越

図３調査点配置図

結果と考察

底質

沿岸の浅部は礫砂質または砂泥質Ｎ１１，Ｎ１３，沿岸の浅部は探妙質または砂泥貿Ｎ１１，Ｎ１３，Ｎ１６であり，米子湾は浅いが砂の上に厚く黒

色軟泥が被っている。大根島北側のＮａＮ４は海水の流れが大きいためか貝殻砂となっている。

そして沿岸部の浅部は，岸よりすぐに軟泥の堆積した湖底になる。これは比較的浅い場所が干拓

地に造成されたためと思われる。大根島南，東沖は特に黒色軟泥の堆積は著しく，その腐泥は強い

Ｈ２Ｓ臭を発す。米子湾のＮ１６，１７は特にＨ２Ｓ臭が強い。

底層水の水質

調査時底層水の水質分析結果は表４に示した。
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中海は塩分離層のため水質の（、０，α）垂直分布がはっきりしている。

底眉水のＤＯの垂直変化および季節変化は非常に大きく表層水ではＤＯの飽和率の過飽和の状態

にあるが，底掴水の飽和率は低い。

特に史期は無酸素地点が多く、０１０形以下のところがほとんどである。

底生動物

中海における底生動物の調査結果表５に示した。

この水域では，底生動物相はきわめて貧困である。そして生物量の季節変化も著しい。

旦季，秋季には底層水のＤＯの減少に伴って底生動物は著しく減少し死滅する地点が多い。

ILlに無生物地域になるのはＮ３，Ｎ６，Ｎ７，Ｎ８，Ｎ９，Ｎ１０，Ｎ１２，Ｎ１３，Ｎ１５，Ｎ17,

沿岸の浅部を除くほとんどの地点である。そして底生動物が出現した地点も１～３種であり，

Ｂｉ(jticin〔ｌｅｘｌ～２にすぎなかった。しかし大根島西方Ｎ１，大橋川口Ｎ５，弓ケ浜沿岸Ｎｌｌ

など沿岸浅部はＢｉ⑥ｔｉｃｉＵｌｄｅｘ３以上が見られいくらか豊富であった。

出現した底生動物種をみると，多毛類Polychaetaが主である。貝類はほととぎすMu8cullus

SenhoUsiaを除いて生貝は採集されず死貝のみであった。

中海のlliyt：iilj物を地域的にみると四つに分けられる。

大根島の北，西部Ｎ１，Ｎ２，Ｎ３，Ｎ４，Ｎ５は比較的底生動物が多く，ゴカィNeathesja

poniea，ウズマキゴカイDexiospiraforaminosus，ウミイサゴムシLagi8sp.．等の多毛類

そしてヨコエピGalTmariden，線虫Nemertnea，そして貝類ではホトトギスMIlRculusSenhouBia

の生貝が多く採集された。そして死貝ではサルポウAnadaraSubcrenata，イヨスダレPaphilLun

(lulata，ヒメカノコアサリVenemolpamicra，イボニシThaisclavi酔ｒａがみられたので沿岸の

極く浅いところで生息しているものと思われる。

中海中央部，南部（Ｎ６，Ｎ７，Ｎ８，Ｎ10,Ｎ１２)は全季節を通じて生物がみられず．わずかに

Ｎ９でヨッバネスピオＰｒｉ⑪nospi⑰Pinnnta？がみられるのみである｡PrionospioPinnotlBは良

く発達した外I蝿を持ち酸素不足の現境に良く適応するといわれている。③

この地域で死貝の主たるものはチヨ′ハナガイRaetarost『ali8とシズクガイTheo｢ａＺａｔ－ａ

であった。これらは貧酸素水域に耐える汚濁指標生物とされている。この他ヒメシラトリカイMac

omainc⑪ngruaもみられた。この水域は夏．秋には無酸素状態になる。

東部（弓ケ浜）ＮｌＬＮｌ６は海水の流入を受け，底生動物の中海で最も豊富な地域である。

大根島北部の沿岸部出現種はほぼ同じであった。Neanthe8japonicaが多かった。また海水の流入

の影響でイソガニHemigmp8usBangumea8，サメハダベンケイガニPorippegranulat-ILがみ

られた。ヨコエビの一種Aniso顔Kmlaru8annamdale採集された。

米子湾（Ｎ１６）は水深は浅いが水が停滞しているためか底土はＨ２Ｓ臭強〈，春にPolychataが

採集された以外，無生物地域であった。
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中海では，夏期にほぼ全域の底層水が無酸素状態になるため，春に発拒した貝類は夏に蕊死する

ためか大型のものは見られなかった。

今回の調査の結果，中海の湖内には，底生動物は非常に貧困であった。

推移

1959,60年4）の調査においては四季を通じて無生物地点はなかった。夏と秋には無生物地点も

１１地点もあったが，春には全地点で底生生物が生息していた。しかるに1980,81年の調査では，

四季を通しての無生物域は湖中央部，５地点もある。調査時の塩分漉度は変化がないのでこれは，

２０年間にかなり強く富栄養化が進行し，湖底に堆積した有機物をバクテリアが酸化するのに酸素を

消費し酸素がなくなったため，底質よりＨ2Sが発生し底生動物の生息が不可能になったものと思わ

れる。塩分濃度の変化が底生動物に与える影響は大きくすみやかであると思われるので，淡水化後

の中海の底生動物の推移を予測してみる。

現在，中海には淡水産と思われる底生動物は皆無に等しく，ほとんど汽水性，海産性のものであ

る。したがって，淡水化すれば，いずれほとんどの種がいなくなると思われる。

水質が淡水化しても泥に含まれた塩分が抜けるには多少時間がかかるので，プランクトン相が淡

水種にかわる速度より遅いと思われる。また淡水化した中海の底生動物は底質の性状から予測する

と，イトミミズTubfex，ｓｐ’かオオユスリカChironomuBp2，が優占種となる様に思われる｡そし

て淡水化されると塩分踊層はなくなるので表面水との混合が容易になり底層水のＤＯは今より多少

多くなり，底生動物の生産壁は増加すると思われる。底生動物量の増加は底生動物を餌料とする魚

類生産錘を増加さすものと思われる。
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本調査は一部水産土木学会の中海干拓淡水化事業に伴う水管理と生態系変化委員会の調査と関連

して行った。

底生動物の固定をはじめ，終始，御指導，助言をいただいた長崎大学助教授東幹夫博士に深謝

の意を表します。

約要

1）宍道湖の10定点,中海１７定点を，年４回（四季）に大型底生動物の調査を行った。

2）宍道湖の優先種は軟体動物，Corbiculajaponicaであり，湖心部をのぞいてほぼ全域に分

布する。他に環形動物Tubifexsp，Limnodrilussp，Neanthesjaponic-aPrinoBp

ioBp，Notomastu8Bp，がみられ，節足動物ではParanthurasp，Gammayidea，Pe

ntaneuraBp，Tapedilumsp，がみられた。
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しかし宍道湖の庇乍動物は全体に貧困であった（Corbiculajaponicaを除く）

３）宍道湖における季節変化は著しく，総個体数は春季多く，夏秋にかけて減少する。

夏には無酸素，無生物地域（ＳａＳ６）もあった。

４）１９５９．６０年比べて底生動物相において大きな変化はない。

Corbiculajaponicaについては漁獲雌が当時にくらべ約50倍になっているのに，現存生

息戯が少くとも当時より減少してはいるとはいえなかった。

ただし平均サイズは小さくなっている。

５）宍道湖は変塩製汽水湖であり，湖内の底生動物を支配しているのは栄養塩よりも塩分の変化
と思われる。

６）中海で底生動物参支配しているのは溶存酸素唾と思われた。強い塩分躍層があり，上下水の

かく拝混合が起らす，庇層水は溶存酸素皿は少<，生物の生息に不適である。

中海は宍道湖と異なり高度定塩型汽水湖である。

７）中海の底質は沿岸浅部孝除くと黒色軟泥が堆積し，無生物地域がほとんどであった。

８）出現した底生動物はPolychafeが主であった。沿岸部砂質ではNeathe8japonica他の泥質
部分でPrinoSpiuPinnataがみられた。

９）貝類では生体として採集されたのはMusculusSenhousiaのみであった。しかし死貝として

はイヨスダレ，ヒメカノコアサリ。サルボウ，チヨノハナガイ。シズクガイ。ヒメシラトリ

ガイ等が多く採集されたので沿岸極く浅いところに生息しているものと思われる。

10）中海も宍道湖と同じく季節変化が著しく春に多く，春秋は減少した。これは富栄養湖の特徴
である。

11）１９５９，６０年にくらべると無生物地域が非常に広くなっている。これは中海において富栄養

化がかなり進んだものと考えられる。種類には大きな変化はない。

１２淡水後の底生動物を現状で推測すると，宍道湖，中海とも優先種にはTubifexsp・
Chirndms・ｐｌが優先極となると思われる。
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表４．中海底層水の水質

２３４５６７８９１０Ⅲ１２１３１４１５１６１７時期

６
５
５
９

６
６
６
６

１
５
６
５

５
６
５
５

９
５
０
０

３
且
５
６

０
５
０
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表５．中海に出現した底生動物の個体数と総重風
に段：個体数／１，F，下段；重踊（射）
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